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●　諏訪湖のなりたち　
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諏訪盆地の原形は、１３万年ほど前にできあがりました。諏訪湖の成り立ちは、

　　・火山活動でできた火口湖

・八ヶ岳噴出以前に諏訪盆地に滞水して湖をつくり富士川流域に注いでいたものが、八ヶ岳の噴火によって現在の川筋に変えられた。

・間氷期の雨量と流水量の増加に加え大地の変動動により、塚間川の扇状地が形成され１万８千年前以降天竜川がせき止められ、諏訪湖ができた。

と諸説があります。諏訪湖は、古墳時代から平安時代にかけて最大になり、その後は減水縮小して現在に至ったと考えられています。（Ａ）
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※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。
●　諏訪湖の地質・地勢・気象　

■　諏訪湖の地質
諏訪盆地は、フォッサマグマの海をつくった糸魚川－静岡構造線と諏訪から発し九州まで続く中央構造線が交わる地質的に複雑な所です。地表の大部分は塩嶺累層や霧ヶ峰・八ヶ岳などの火山噴出物でおおわれていますが、断層にそって湧き出る温泉、底なしと呼ばれ沈降をする土地、活断層など、その下には大小多くの断層が交錯し、今でも大地は活動を続けています。（Ａ・C）




■　諏訪湖の地勢
諏訪湖は、信州のほぼ中央部にあり、東西方向に長い楕円形の湖で、湖岸線は16km、湖面積は13.3k㎡に及ぶ長野県最大の湖です。湖面標高は759mであり、諏訪湖を擁する諏訪盆地は日本の屋根ともいわれる長野県の盆地の中でも、もっとも標高の高い盆地です。　（B）、（C）

　諏訪湖の概要
· 湖面標高　 ７５９ｍ（長野市３６２ｍ、松本市５９２ｍ）

· 湖面積　　 １３．３ｋ㎡、周囲１５．９ｋｍ　（常時の湖面積１２．９１ｋ㎡：日本で２４位　平成１３年１０月）

· 最大深度　 ７．２ｍ　　　平均深度　　４．７ｍ

· 総貯水量　　６２，９８７，０００ｍ3
· 滞留時間　　３９日（琵琶湖　２，０００日、霞ヶ浦２００日）

· 流入河川　　３１河川　（一級河川１５・準用河川５・普通河川等１１）

· 流出河川　　　１河川　（天竜川）

· 流域面積　　５３１．２ｋ㎡

■　諏訪湖の気象
諏訪地域は、周囲を北東にかけて八ヶ岳に連なる山々と、南西にかけては南アルプスに連なる山脈に囲まれ、それらの山々と盆地最低部にある諏訪湖の影響を受け、内陸的気候の特色を示す県内にあっても、さらに特徴的な気象環境にあるとも言えます。降水量について見れば、冬期は圧倒的に少ないものの、他の季節の数値は県内では多い方で、周囲の急峻な山々を水源とする河川の流水量は、敏感にその降水量に反応し、諏訪湖に増水をもたらす要因となっています。諏訪湖を中心に現れる代表的な気象現象として、御神渡り、水平虹、潮風と山谷風があげられます。　　（B）、（C）


■　諏訪湖のなりたち、地質、地勢、気象の参考文献

Ａ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校

Ｂ：諏訪湖（パンフレット）　平成１３年度版：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：諏訪湖の沿革と治水・水辺整備・浄化事業の概要

　　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課

Ｃ：クリーンレイク諏訪（パンフレット）　平成１３年度版：長野県諏訪建設事務所、長野県下水道公社南信管理事務所刊

　　　　　内容：諏訪湖下水道整備の沿革と管渠整備、汚水・汚泥処理のしくみ等事業の概要

　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所流域下水道課、長野県下水道公社南信管理事務所（クリーンレイク諏訪）

Ｄ：３６　アーバンクボタ（特集＝諏訪湖）　平成９年９月：株式会社クボタ　広報宣伝部刊

　　　　　内容：諏訪湖の地史、水質の変遷、生物層の変遷、日独セミナー、湖岸の再生計画等について

　　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課

E：諏訪の自然誌（地質編）　昭和４９年：諏訪教育会刊

　　　　　内容：諏訪地域の地質の詳細

　　　 保管場所：諏訪教育会、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校
F：諏訪の自然誌（気象編）　昭和５８年３月：諏訪教育会刊

　　　　　内容：諏訪地域の気象の詳細

　　　 保管場所：諏訪教育会、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校
３．諏 訪 湖 の 沿 革





諏訪湖の形の変化
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諏訪盆地発生のメカニズム
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諏訪盆地の複雑な地質構造
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